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PMボードオーバーホールのお勧め 

PMボードのオーバーホールをお勧めする理由 

PMボードのオーバーホールについて 

PMボードは、安藤電気製ロジックテスタの診断実行時に、テストヘッドに装着するボードです。 
既に納入から15年以上経過しており、 以下のような懸念があります。 
• 有寿命部品のリレーの劣化により、診断結果が不安定になる 
• ポゴパッド面の汚れにより、接触が悪くなり、全ピンコンタクトまで時間がかかる 
• 診断で使用するため、劣化や故障していた場合、真の原因の特定が非常に困難 
以上から、テスト準備や保守に要する時間やコストが増大することが考えられます。 
そのため、PMボードのオーバーホールをお勧めします。 

安藤電気製ロジックテスタ向け 

以下の安藤電気製ロジックテスタのPMボードが対象になります。 

対象の機種・ボード 

ポゴピン全数交換のお勧め 

機種 ピン数 対象PMボード PRE番号 

AL973ｘ 
AL9134A 
MH-930 
AL913ｘ 

512ピン PRE-907911,PRE-911697,PRE-700583 

448ピン PRE-913420,PRE-700584 

368ピン以下 PRE-910033,PRE-911611,PRE-912682,PRE-700544 

PMボード例 PRE-910033 

オーバーホールの内容 

• PMボード上のリレーの全数交換 （およそ20から50個となり、PREやオプションで異なります） 
• ボード上の1kΩ抵抗やジャンパー線の取り付け状態確認 → 問題がある場合、改善 
• ボードの金メッキパッドの再メッキ（オプションとなります） 
 
お客様のボードを弊社工場に引取り、オーバーホールを実施いたします。 
価格、納期につきましてはお問い合わせください。 

本提案の他に、ポゴピンの全数交換（お客様工場にて交換作業）もお勧めします。 
PMボードオーバーホールと合わせ、ポゴピンを全数交換し、接触不良の要因を排除することで、テスト効
率がより飛躍的に向上します。ぜひともポゴピン全数交換もご検討お願いします。 
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